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W hatDoestheMirrorReflect?

EikoKAMO

Abstract:Thereisnoworldwithoutmi-,rs･ Theoldestmirrorissupposedtobethe

oneexcavatedinanoldcityinMesopotamia,datedfromB.C.2500to2000. Sincethen,

themirrorhasservedasatooltoreflectourfaces,asadecorationandasapreci()usthing,

maglCalorsacred･ Modernsciencewouldhavebeenimpossiblewithoutmirrors.

Apartfrom man-mademirrors,naturehasprovideduswithwater-mirrors,Showing

anotherimageofourselves,teachinguswhatweare･

lnthisreport,threescenesregardingwater-mirrorsarediscussed･

1.NarcissuspeeringIntohisownreflection.

2･FJVe,JustafterbeingcreatedbyGodandawakened,lookingatherimageinthe

lVater.

3.ThemonsterinthenovelFrankensteinwhosefirstviewofhis()wnfaceshockedand

broughthim todespalrandhatredtowardmankind･

Althoughthewaysthemirrorreflectsusaremanyandvaried,itsurelyrevealstous

whatweareandwhatishiddenwithinus.

Keywords:Mirror,Self-image,Self-rec()gnition

個人には侵すことので きない権利があるとい

う自覚がたかまってきたのはルネサンス以降の

こととされている｡近代化の尺度とされるこの

個人意識の問題は,人と人と,また,人と社会

との関係に人きく関わりながら,現代に至って

いる｡

しかし,人間はどのようにして,また,いつ

頃から,自己を意識するようになったのであろ

うか｡自己についての意識は,ルネサ ンスより

もはるかに以前から在ったと思われる｡それは

ずっと早い時期に,人が,考え,感 じる存在と

してこの世に出現 したときに,それがダーウィ

ンの進化論で裏づけられるとしても,あるいは

聖書にあるように,自らに似るように,自らの

かたちに,神が人を創られたとしても,人の心

の中にあったと考えられないであろうか｡その

とき,人は独 りではなかった｡彼は自分と同じ

ような姿のものを日にしたでもあろう｡

この私はなにものなのか,この肉体,外界と

の隔てとなるこの皮膚におおわれたこの肉体

が,私というものなのか｡目にする木々や流れ

る雲は私ではない｡でも私はそれを自分の目か

ら自分の内部へ取 り込んでいる｡頬に感 じる風

の爽やかさ,聞こえる鳥の歌声,岩の手 ざわ

り,そんなものはみな,私の中に入っていく｡

あそこに人影が見える｡ 私も多分あのような姿

をしているのだろう｡ けれども私は自分の姿

を,前からも後ろからも見たことはない｡だ
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が,こんなことを考えているのは他ならぬこの

私だ｡

あそこにいる四つ足の獣 もこんなことを考え

るているのだろうか｡そんなことはなかろう｡

考える主体である私 という人間は,今,自分を

-対象として客観的に捉えようとしている｡

こんなふうに,その人間は思ったかもしれな

い｡

アテネの哲学者ソクラテス (469?-399B.C.)

は町-出て多 くの人に会い,話をした｡

ソクラテスは,彼 らはそれぞれの分野では賢

いが人間として一番大切なことを知っていな

い,しかも,知らないのに自分では知っている

つもりになっている,ということに気付いた｡

そこでソクラテスは,自分もなにも知っていな

い,が知 らないことに気付いている,と言っ

た｡これが彼の ｢無知の自覚｣ である｡

このソクラテスの思想は,デルフォイの神託

が下したお告げ ｢汝自身を知れ｣に起因すると

されている｡ 自己への意識の起源は有史以前に

さかのぼるのかもしれない｡

さて,太古,写真はもちろん,人工の鏡のな

かった頃,自分の外観を知るには視覚による以

外,方法はなかったであろう｡首を曲げたりひ

ねったり,目の届 くかぎり自分の姿を見て取ろ

うとする｡だが,目が軟め込まれている頭部を

精一杯動かして見て取れるだけしか見えず,目

の据えられたところは見えず,背部 も見えな

い｡というのも,見るためには対象から距離を

置かなくてほならないからである｡

人がはじめて自分の姿を見たのは,静lLした

水の面に映った自分の影に,たまたま目を留め

たときであったろう｡

金属鏡が造られた歴史は古い｡その最古のも

のは紀元前2500-2000年頃に栄えたメソポタミ

アの古代王国の首都ス-サから発掘された柄つ

きの門鏡とされてお り,以後,鏡は顔や姿を映

す道具として,また装飾品として,あるいは呪

力を備えた神器として,人間にとって欠くべか

らざるものとなるのである｡

だが,話を自然の鏡に戻そう｡ おだやかな陽

光が射 し込み,風のそよぎが水面を波立たせる

こともない林間の小さな池の水鏡に思いを向け

よう｡

1.ナルキッソスの鏡

ギリシャ･ローマ神話の一つにナルキッソス

という名の美青年の物語がある｡ オヴイデウス

によれば河の神ケピソスを父とし,水の妖精イ

リオペが母となって生まれた,この可愛らしい

男の子は,はや16歳を迎えている｡ 少年と若者

とのあわいのような華奮なからだつきの彼に,

多くの娘が,また若者が,言い寄った｡が,ナ

ルキッソスは思い上がっている｡ 言い寄る若い

男女の切ない気持ちを推 し量るどころか,鼻で

あしらうのだ｡

彼が山で狩 りをして歩いていたとき,エコー

という妖精が彼に目を止めた｡あのHtから山へ

こだまする,響 きわたる声を持っている妖精エ

コーである｡ 今日,こだまといえば声だけの存

在であるが,当時はまだからだもあったのだ｡

そのエコーが恋 して言い寄ったときにも,ナル

キッソスは彼女の求めを冷淡に退けた｡悲しみ

と絶望のあまり,エコーは奥深い森の洞窟に

入ってしまった｡やつれはてて,声と骨だけを

残すのみ,いや,骨も石に変わってしまい,今

では声だけが生き残っているのである｡

彼に愚弄された若者は他にも大勢いた｡その

一人がナルキッソスにも人を恋するという想い

が起きますように,そしてその恋の報いられる

ことがけっしてありませんように,と天に祈っ

た｡この祈 りを復讐の女神が聴き届けたことが

ナルキッソスを悲劇に追いやった｡

狩りに疲れた少年は木立と青草に囲まれた泉

へやってきた｡渇きを鎮めようと澄み切った水

のほうへ属み込むと自分の姿が水に映った｡少

年は魅了された｡その面影の,輝 く眼や美 しい

巻き毛や健康そのものの顔や,その他,水鏡に

映じるすべてに感嘆 し,恋い焦がれるのだ｡

その場を離れることができない彼は,恋 しい

若者に話 しかける ｢おまえに腕を差 し伸べると

そちらからも腕を伸ばしてくる｡笑えば笑いが
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返って くる･--｡美 しい口元の動 きから察する

かぎり,言葉 を返 して くれてもいる｡ ただ,そ

れがこちらの耳に届かないだけだ./わかった.′

それは私だったのだ｣ と｡

このように,ナルキ ッソスは恋の対象 と自分

とが同一であると知る｡ 彼は求める存在である

と同時に求め られる存在で もあるのだ｡｢私が

望んでいるものは私の中にある-･-｡ああ,こ

の私のからだから抜け出せたなら.′愛する者 と

しては奇妙な願いだが,私の愛するものが私か

ら離れていたら.′｣ とナルキ ッソスは嘆 き悲 し

む｡

ソクラテスの場合 と異 な り,ナルキ ッソスに

とって自らを知ることは,自分が愛の主体であ

ると同時にその客体であると知 ることであっ

た｡それを知 らせたのは森の奥の鏡のように澄

み切った池の面,風に吹かれて落ちた小枝がき

ざ波を立てることもない水鏡であった｡

寝食を忘れ,我 と我が影を見つめ続ける彼は

痩せ衰えて,ついに果てて しまう｡ 一説には,

水に映った自分の姿 を抱擁 しようとして溺れ死

んだということである｡ また,彼が居た跡には

水仙 (Narcissus)が水辺 にこうべを垂れて咲い

たという｡ よく知 られていることだが,自己陶

酔症 (Narcissism)は彼の名に由来する｡

この悲劇的な物語には前置 きがある｡ ナル

キ ッソスが生 まれたとき,母 イリオペに,この

子が老年まで生 き長 らえることができるかどう

かと尋ねられた盲 目の見者ティレシアスは,香

えて ｢うん, 自らを知 らないでいればな｣ と

言った｡ナルキ ッソスの狂乱 とその果ての死は

この予言を実証 したとい うことである｡

2.イ ヴ の 鏡

『創 世記』 によれば,エホバ神 は人類の祖 ア

ダムを神の似姿の形に創造 した｡そ してアダム

より取ったあばら骨 をもってイヴを造 り,これ

をアダムの所に連れてきたのであった｡

ジ ョン ･ミル トンJohnMilton(1608-1674)

の最大の傑作 『失楽園』Paradi∫eI,o∫l(1667)は

アダムとイヴの堕落 をその中心主題 としてい

る,12巻からなる叙事詩である｡

第 4巻において,アダムは今,自分が楽園で

イヴとともに自由を享受 し,悦楽を味わい,潔

れるばか りの豊かな恵みを受けていることで神

に感謝 している｡ アダムは言 う,イヴ,おまえ

と一緒に居れば,骨の折れる仕事 もどれほど楽

しいことか, と--｡イヴは答えた,あなたな

くしては私の生 きる意味はないのです, と｡ そ

してアダムを ｢私の導 き手｣ ｢私のか しら｣ と

呼んでいる｡

続けてイヴは自分がこの世にやってきたとき

のことを回想 して語る｡イヴの目覚めの場面が

彼女自身の口から述べ られるのである｡

私は今で もしばしばあの日のことを思い

出 します｡眠 りから初めて覚めてみると,

木陰の花床の上に私は身を横たえていまし

た｡自分がどこにいるのか,自分が何者な

のか, どこからどうやってそこに連れてこ

られたのか,不思議に思いました｡そこか

ら余 り遠 くない所に,噴 くような小川の細

流が或る洞窟から流れ出て,ひろやかな湖

に注いでいました｡水はそこでは静かによ

どみ,広い青空のように澄み切 っていまし

た｡

イヴは,ナルキ ッソスのように森の中を歩い

ていて,たまたま水辺に来たのではない｡ 目覚

めるとそこに居たのである｡ イヴは続ける｡

なにしろ前に経験 したこともない初めて

のことなので,訝 しく思い,そこ-近づい

て緑の岸辺に横たわ り,それこそもう一つ

の青空 といえそうな澄み切 った,波一つな

いその湖 を覗 き込みました｡中をよく見 よ

うとして身を屈めると,その真向いの輝 く

水面の奥に或る人影が現れ,私 を見上げよ

うと身を屈めていました｡私は驚いて後ろ

-退 りました｡その人影 も驚いて後ろへ退

りました｡なんだか嬉 しくなり,また元の

所-戻 ります と,相手 もさも嬉 しげにさっ

と戻 り,その顔は私に応えるように同情 と
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ダムの許に到る｡ その箇所を次に挙げよう｡

イヴは水鏡に映 じる自分の姿を初めて見た｡

このことはナルキッソスにも共通する｡ 水に

映ったものに引き付けられて,それと想いを通

わせたと思っていることにも共通するものがあ

る｡ 続けてイヴは次のように言っている｡

もしもその時,或る声に答められなかっ

たら,私はその場所で今にいたるまで目を

こらして相手を見つづけ,虚 しい欲望に身

を焦がしていたかもしれません｡

この言葉からもナルキッソスと同じ心情がイ

ヴにも働いていたことがうかがえるのである｡

だが,その ｢或る芦｣はイヴが水鏡に見たもの

が何であるかを教えた｡その声は言う ｢おまえ

が見ているのは,おまえがその湖面で見ている

のは,おまえ自身なのだ｡その姿は,おまえと

ともに来たし,また去ってゆく｣と｡

ナルキッソスは,水の中の恋の対象と自分自

身との同一性を知って,主体と客体を自分の中

で一体化 しょうとするあまり,狂乱に陥った｡

イヴが ｢或る声｣に耳を傾けなかったならば,

ナルキッソスのようになったであろうか｡それ

はわからない｡そ して, イヴは ｢或る声｣に

よって ｢おまえが見ているのはおまえ自身だ｣

と教えられる｡さらにイヴは別の実体のあるも

のの存在をも教えられるのである｡｢或る声｣

は続けて言う ｢私について来るがよい｡おまえ

の来るのを,おまえの柔らかい抱擁を待ってい

る,影ならざる人間の所-連れていってやる｡

おまえはその者の像なのだ｡おまえは,断ちが

たい杵によって結ばれ,その者を抱 き,おまえ

に似た多くの者を_生むのだ.そして,そのゆえ

に,人類の母と呼ばれることになるはずだ｣と

説くのである｡ ここでも依然として声の主の姿

は見えない｡

｢見ることは信ずること｣ とはいうものの,

見えないほうがより信をおきやすいのではない

だろうか｡

イヴはす ぐにその ｢声｣に従い,導かれてア

やがて,私は篠懸の木の下に立っている

いかにも美 しく背の高いあなたの姿を見付

けました｡ しかし,その姿は,あの静かな

水面に浮かんだ像に比べれば,美 しきも柔

和さも,また淑やかさもずっと劣っている

ように思われました｡私は向 きを変えて逃

げました｡

イヴの心情にはエコーをはじめ,多くの娘た

ちに言い寄られたのを拒んだナルキッソスに似

たものがある｡だが,ナルキッソスと異なり,

ひとたび外界の ｢或る声｣に心動かされたイヴ

は,湖面の自分から身を離 し,遠ざかる｡たと

えそれが人間を超えたものの声であったにせ

よ,イヴには自己の外なる世界に関心を抱 く余

裕があった｡それゆえ,ナルキッソスのように

自己完結の世界で狂乱に果てることを免れたの

である｡

その上,この直後に自分以外のものを目にし

て,一旦は逃げようとするけれども,追いかけ

てくるそのものの叫びを耳にすることになるの

である｡

引き返 してくれ,美 しいイヴ.′おまえは

誰か ら逃げているのか知っているのか｡

今,自分が避けて逃げているその者から生

まれ,その肉であり,その骨であることを

知らないのか｡私はおまえをこの世に送 り

出すために,自分の心臓に近い脇腹から躍

動する生命をおまえに与えたのだ｡愛すべ

き慰めとして,離れることなく末長 く私の

そばにいて欲しかったからだ｡私はわが魂

の一部としておまえを求め,わが他の半身

としてのおまえを求めているのだ｡

そのときイヴは ｢男らしい優雅さと知恵が美

しさにまきり,知恵こそが真実うつ くしいただ

一つのものである｣ことを知ったのであった｡

後に,イヴが知恵の木の実を食べることにな

る,そのことを,ここで作者 ミル トンは暗示 し

ているのである｡
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イヴは,自分の出生の真相 とその意味につい

てアダムから理を尺 くした説明を受け,伴侶と

して強 く求められた結果,自己を知るにいたっ

たのである｡ 人類の母とされるイヴの出生の経

緯が,あまりにも従属的であることについては

今は触れない ｡ 水鏡以外の世界が彼女にあった

ことはまことに幸いであったといえよう｡

3.怪物を映す鏡

『フランケンシュタイン』Franken∫lein(1818)

はゴシック ･ロマンスの筆頭に挙げられる作品

である｡作品の中の ｢怪物｣を造った科学者の

名 が怪物の名としばしば混同されていることか

ら分かるように, また, 『フランケンシュタイ

ン』に関連 して多くの映画が造られてきたこと

から察することができるように,世に知れ渡っ

た小説であるが,作者はメアリー ･ウルス トン

クラフ ト･シェリー MaryWollst｡necraftShelley

(1797-1851), この作品のペ ンを執ったのは

1816年, 18歳の ときであった｡ メア1)-の父

は,極端な自由主義者で,無神論を唱えたウイ

リアム ･ゴ ドウイン,桂メアリー ･ウルス トン

クラフ トは女権拡張運動 の先駆者であ り, 『女

性 の権利の擁護』 A Vindica/ion｡flheRighi50f

wl)marl(1792)の著者で ある｡ この母はメア

リーを産んだ後,産後の肥立ち悪 く,十日後に

この世を去った｡

小説の題名ともなっている主人公のフランケ

ンシュタインは,科学研究-の野心に燃える若

い学者である｡自然界の神秘に挑戦 して生命の

ない物質から人間を造 りrlJ.すことを企て,苦心

の末に成功する｡

造 り出されたこの生きものは人間らしい心を

備えているが,姿が醜いために,｢怪物｣ と呼

ばれ,世に容れられず,孤独に悩む｡彼は造 り

主のフランケンシュタインからも憎まれ恐れら

れて,良心を持ちながらも復讐の気持ちを募ら

せ,犯罪を重ねてゆく｡

｢怪物｣のみならず,生みの親であるフラン

ケンシュタインもまた, 自身が造った ものに

よって苦しめられ,自滅 させ られるという皮肉

な運命を背負うことになる｡

｢怪物｣が水に映った自分の姿を目にする箇

所までのス トーリーを要約 してみよう｡

彼を見た人々は悲鳴を挙げて逃げ去るか,そ

うでなければ棒で打ちかか り,あるいは石を投

げた｡彼は逃げ,質素だが小ざれいな農家に接

した,からだ一つ入れるのがやっとの小屋に身

を隠した｡この農家に住んでいる隣人の一家は

これまで彼に冷酷非情な仕打ちをしてきた人間

とはまったく異なり,慈悲と徳と高い知性を備

えた人々と彼には思われた｡

彼は板戸のすき間から隣人の日々の暮らしを

観察 し,その会話を聴き取ることによって,言

語を覚え,人間としての資質を養っていく｡

しか し,あるとき, ｢怪物｣は水に映る自分

を見た｡

澄み切った水たまりに映った自分の姿を

見た時,なんと驚いたことか.′最初,おれ

はたじろいだ｡水面に映っているのが本当

におれだとは信 じられなかった｡事実その

とお りの怪物なのだと,はっきり分かった

とき,おれはがっか りもし, くやしくもあ

り,この上な く辛い気持 ちでいっぱいに

なった｡

しか し, ｢怪物｣は確信 していた,あのよう

にすぼらしい隣人たちであるから,自分を受け

入れてくれるであろうと｡よい械会に恵まれ,

彼らの前に姿を現わし,心中の苦悩 と孤独の淋

しさを訴えたならば,彼らの好意と愛情を得ら

れる,と ｢怪物｣は信 じたのである｡

結局,この企ては失敗に終わる｡自分を ｢世

間と結びつけていた唯一の環がほじけてしまっ

た｣と思う ｢怪物｣の胸を,はじめて復讐と憎

しみの感情が満たす｡この瞬間から ｢怪物｣は

人類に対 して,そしてな.によりも,彼を造 り,

｢この耐えがたい悲惨な運命へ と送 り出した男

に対 し,永遠の宣戟布告を行なって｣ひたすら

破滅の道を突き進んでゆくのである｡

ストーリーが水鏡の箇所から人分先へ行って

しまった｡話を戻そう｡
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水鏡を見たことが致命的であったとはいえ,

人々が彼に示 した恐怖や嫌悪の態度か ら,ま

た,自ら察知 した自分の物腰の無骨さや発声の

たどたどしさから,｢怪物｣はすでに,自分が

他の人問と違っていることに気づいていた｡

彼が自暴自棄に走 った原因は,自分と他の人

間とを結びつける ｢環｣がほじけたことにあ

る｡ 造 り主であるフランケンシュタインにさえ

嫌われ,アダムのように伴侶を得ることさえも

拒まれた｡それほどに彼は人間らしさを剥奪さ

れていた｡いや,もともと与えられなかったの

であった｡

三つの物語の中の ｢水鏡｣の場面を取 り上げ

て,自己-の意識について考えてみた｡これら

の話において,自己 と自己の像 との関係や自己

と他者 との関係はそれぞれ異なっている｡一

方,共通点は,三人の人物が自然の中で暮らし

ていることである｡

ギリシャ ･ローマ神話の中の物語には屋内の

場面もなくはない｡たとえば,ピュラモスとテ

イスベを隔てる両家の間の壁,真盆の塔に監禁

されるダナ工,プロクネとテレウスの不吉な寝

所 とピロメラが凌辱 される羊小屋など｡ しか

し,ス トーリーの進展のためにそのような場面

が選ばれたのであり,作者の関心は室内そのも

のにあるのではない｡神話の世界には森,山,

川などの場面が多い｡神話の世界は大自然の中

にある｡

『失楽園』 は17世紀中葉に書かれた｡だが,

アダムとイヴは神の意図によって造られ,楽園

で暮らしているのであるから,彼 らが人自然に

包まれているのはきわめて当然なことといえよ

う｡

19世紀初頭の作である 『フランケンシュタイ

ン』において,｢怪物｣はオース トリアの都市,

インゴルシュタットの大学の,若い学徒の実験

室で,生命の通わぬ物質から造 り出された｡ し

かし,彼はその時代の社会に容れられず,人目

を避けて,原始人のように生 きてゆ く他はな

かった｡自然は彼に対 して苛酷に振る舞いはし

たが,彼の方では自然に対 してなにか神々しさ

や美 しさ,そしてなによりも歓びを感 じること

が しば しばあった｡彼は造 り出されるやいな

や,森-と逃れざるを得なかったのだ｡近代人

になり損ねた彼は,厳 しい冬を切 り抜けた後の

感慨を次のように語っている｡

春はどんどんたけていった｡天気はよく

なり,空には雲一つなかった｡驚いたこと

に,以前荒れ果てて陰気だったものが,今

ではもっとも美 しい花 と縁に燃え立つの

だ｡おれの五感は,千 もの喜ばしい香 り,

千 もの美 しい眺めに,滴足 し,元気づい

た｡

作者メアリー ･シェリーは人間界に容れられ

ないこの ｢怪物｣にも,せめて,自然のふとこ

ろという神の恵みを,公平に与えたかったのか

もしれない｡

三つの物語を自分の ｢鏡｣ として,今一度自

己を見つめ直 してみたいと思う｡
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